（別紙１）平成２３年度遊休農地解消に向けた取り組み事例報告について
「遊休農地を活用した農業委員の“そば”栽培」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会名　塩尻市農業委員会
１　実施主体及び関係機関
　　実施主体：塩尻市農業委員会
２　実施場所
　　塩尻市洗馬地区

３　実施期間　　　平成２３年６月　～　平成２３年１１月　（通算　３年）　
４　遊休農地解消面積　　　　４８ａ
５　取り組みの経緯（動機、経過）

　　耕作放棄地調査により、点在する遊休農地の指導を実施しているが、耕作放棄地解消には、多くの労力を要するため、農業委員自らが耕作放棄地を解消し、そばを作付けすることにより、市民へ農業委員の活動を明らかにし、遊休農地の発生防止を目的として、そば栽培を平成２１年度から実施している。
６　作付作物

　　そば（品種：信濃１号）
　　選定理由：

　　農地の借受け者が規模縮小に伴い農地を返却したが、新たな借入者が見つからず、農地が遊休荒廃化する可能性があったため、農業委員会がそば栽培を実施した。
７　活動実績及び特徴点
　　６月～８月　地区農業委員からトラクターによる耕起
　　８月　 　 　市農業公社所有のロータリーシーダーにて播種
　　９月～10月　地区ごとに畦畔の草刈り管理
　　10月末　   市農業公社所有の汎用コンバインにて収穫
　　　　　   　 市内、農業生産法人に乾燥、調整作業を依頼
　　平成２２年に「（社）塩尻市農業公社」が設立され、市内の遊休農地を活用し、大豆等の受託作業を実施しているため、公社所有の農業機械を借用し、機械化による、そば栽培を実施した。
　　調整後の収穫量は、約100㎏／10ａであった。
８　活用した国、県、市町村の補助事業
　　なし。
９　農業委員（会）が主体的に果たした役割、内容

　　農家から農地の貸し借り希望調査を実施し、農地の利用調整（利用権設定）を実施。
１０　活動がわかる写真　２枚程度
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